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２００５年４月１５日

株式会社プレオマート
松瀬 義則

Webサービスを活用した
ネット調達システム構築事例のご紹介
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Ａｇｅｎｄａ

１．プレオマート事業内容紹介

２．旧システムの問題点及び新システムへの期待

３．PLESSの位置付け

４．GdFrameの概要

５．Webサービスによる効果と今後の期待

※本資料に記載している全ての製品および社名は、各社の商標または登録商標です。
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プレオマート事業内容紹介
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社 名：株式会社プレオマート

代 表 者：代表取締役社長 後藤 忠彦 資本金：約１１億円

出資企業：ＮＥＣ、住友商事、富士ゼロックス、日本ＨＰ他

事業内容：間接材全般を対象としたネット調達支援サービスの提供及び関連サービス

プレオマートは、大手企業各社での間接材ネット調達の実績をもとに、
・購買価格低減シミュレーション（サプライヤ紹介含む）
・サプライヤEDI/サプライヤ向けシステムのＡＳＰ提供（業務運用含む）
・電子商品カタログサービス
を提供いたします。

Ａ社

バイヤ

商品
カタログ

サプライヤ／販売サイト各社

御社
購買システム

イ
ン
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ー
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ッ
ト

Ｂ社

Ｃ社･･･

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

※商品の売買は、

お客様とサプライヤ

が直接行います。サプライヤ
ＥＤＩ

サプライヤ向けシステム

購買価格低減
シミュレーション

あるいは

WEBブラウザ
のみ

プレオマート事業内容紹介 ～プレオマートについて～

住友商事

全日本空輸

パイオニア

富士ゼロックス

ＮＥＣ
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プレオマート事業内容紹介 ～間接材調達支援サービスイメージ例～

Internet
Internet

Ａ社
商品情報

Ｂ社
商品情報

商品選択

お客様専用お客様専用
商品カタログ商品カタログ

バイヤ

要求者

サプライヤ各社

＜電子商品カタログ・サービス＞

Ｃ社
商品情報

カタログメンテの
工数削減

発注

＜サプライヤＥＤＩサービス＞

個々のサプライヤとの
接続不要

サプライヤ(販売サイト）ではないため、サプライヤに中立なサービス
・サプライヤＥＤＩはプレオマートシステムとの接続でＯＫ

・既存サプライヤとの取引継続やサプライヤ追加において、ＥＤＩ構築が障害となりません
※但し、ＥＤＩ接続済のサプライヤとは、現行ＥＤＩの継続をお勧めします。

システムの提供だけでなく、サプライヤとの業務運用支援も実施

サプライヤ紹介
も実施

購入価格低減
シミュレーション
も提供

Ｗｅｂ
入力

サプライヤ向け
受注出荷入力機能を提供
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自社内に専用カタログを構築・管理

サプライヤまで含めたシステム化

?登録商品が改版になったら？
?複数サプライヤからの商品情報の統合は？
?サプライヤからの問い合わせや運用は？
?注文のキャンセルや納期遅れの場合はどうするのか？
?・・・・

比較的容易だが、検討事項は多数
対外（サプライヤ）調整・業務ルール・調整
利用継続のための運用ルール・コストｅｔｃ．

直接事業に関わらないので工数掛けたくない
とはいえ、必要な材であり、不可欠

一般社員が利用するため運用フォローも重要

全社間接材ネット調達の実現における課題
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御社の社長（あるいは役員）の指示の元、会社として推進する体制。
コストダウンと業務改革につき、各部門に対し、権限のある組織の設置。

推進・統括組織

例 商品の共通化・絞込み、サプライヤ絞込み・変更など。
購買戦略立案・実行

全社員が要求者となり購買するため、全社共通の、明瞭な、購買ルールも必要。
業務プロセス改革

全社ネット調達を支援するシステム。
システム

電子取引のためには、明瞭な受発注運用ルールが必要。その周知、
ルールに沿って運用されていることのフォローも必要。

サプライヤとの受発注システムとルール

戦略購買実現のためには正確な購買実績データが必要。
正確な購買実績データは、適切な商品電子カタログがなければ
実現できません。

商品電子カタログの作成・メンテナンス

プレオ
マートが
支援
致します

大手企業各社での実績を元に、全社間接材ネット調達の成功を支援。

全社間接材ネット調達の成功のために必要な条件
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■サプライヤ導入コンサル・サービス
サプライヤとの電子調達ルール作成を支援。

■電子商品カタログ作成サービス
商品カタログの作成を代行。
－サプライヤが商品データ準備 －カタログサーバ提供

■購入価格低減シミュレーションサービス
全社間接材ネット調達実施時の購入価格低減額をシミュレーション。

現状分析 導入方針検討・効果算定

業務プロセス改善案
策定

購入価格低減
シミュレーション

業務プロセス
分析

購買分析

評
価
・
承
認

要
件
確
定

新業務プロセス策定

詳細検討

全社への通知
ユーザ説明会

サプライヤへの説明

商品カタログ作成

推進組織・体制検討

利用

購買戦略立案
業務プロセス改善

サプライヤフォロー

システム選定、導入計画 システム構築 操作教育 運用支援

商品カタログメンテナンス

見積・価格交渉
商品・サプライヤ選定

受発注運用ルール策定

社内運用ルール策定

カタログ運用ルール策定

購入価格低減シミュレーションサービス

電子商品カタログ作成サービス

サプライヤ導入コンサル・サービス

購
買
シ
ス
テ
ム
検
討
・
構
築

（
お
客
様
範
囲
）

サ
プ
ラ
イ
ヤ
側
対
応

（
サ
ー
ビ
ス
範
囲
）

■電子商品カタログ・サービス
商品カタログのメンテナンスを代行。
－サプライヤが商品データ準備 －カタログサーバ提供

■サプライヤ向けＡＳＰサービス
システムのＡＳＰ提供と業務運用支援。

電子商品カタログ・サービス

サプライヤ向けＡＳＰサービス

プレオマート事業内容紹介 ～サービスメニュー～
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～オフィス系間接材から業種/業務間接材へ～

対応商材
– 事務用品、トナー、紙、ＯＡ消耗品、オフィス家具など
→価格競争力のあるサプライヤと連携し提供。数十％の価格低減実績

– 社用便箋、封筒、社内備品リサイクル利用など

→お客様専用カタログのため、特注品や販売品以外の利用も可能

– ＯＡ周辺機器、ＰＫＧソフト、包括ライセンス、ＰＣ（標準ＰＣ）
書籍、日経ＢＰ雑誌、安全衛生保護具、理化学機器、工具類、試薬

→商品入替えや価格変動が大きい商材、商品数が多い商材も対応。

一社（１サイト）の商品／品揃えではなく、複数サプライヤから
最適価格／品揃えを利用できます。
カタログ購買比率の向上が見込めます。

様々な商材の取り扱い
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旧システムの問題点及び新システムへの期待
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１９９８年から稼動してきた旧システムにも限界が訪れた。

・ＯＳの老朽化（サポート期限切れ）

・システム全体が古いアーキテクチャで構成

・増加する取引量にパフォーマンスが追いつかない

・バイヤ／サプライヤの追加に柔軟な対応ができない

・既存インタフェースの変更が困難

プレオマートの業務拡大が図れない

旧システムの問題点 ～課題～
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システム再構築を検討（2003年春)。
これらの要件を満たすシステムの基盤となる製品を模索。

・ＨＷやＯＳの刷新が必要
これらの問題を解決するためには

GdFrameとAsteriaをベースにした
PLESSの開発を決断

Pleomart i/f System for Supplier （開発コード）

旧システムの問題点 ～解決策～

・データベーススキーマの見直しが必要
・アプリケーションの最適化が必要
・事業の拡大に柔軟に対応できるシステムが必要
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旧システムの問題点 ～Webサービス採用の決断ポイント～

柔軟性・拡張性高い

システムを構築する

複数の外部システム

と容易に連携する

絶対的システム要件

実現できる手段は

GdFrame
の採用

実現できる手段は

Asteria
の採用

短期間での連携
実現が必達！

Webサービスによる
疎結合な連携が解決
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ビジネスモデルの変化に
柔軟に対応できる
システム基盤

バイヤ・サプライヤの
さまざまな要件に素早く
対応可能

新しいテクノロジ
・.NET Framework
・XML Webサービス

パフォーマンスの最適化、
時代の流れに容易に追従

新システムへの期待 ～期待される効果（１）～
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XML Webサービスの
採用により他システム
と容易に連携

・新規バイヤ・サプライヤとの
接続リードタイムの大幅短縮
・Webサービス利用バイヤ・
サプライヤとの簡易連携
・運用担当者から自由にデータ
参照が可能

新システムへの期待 ～期待される効果（２）～

革新的なDBスキーマ

GdFrameデータベースに蓄
積された履歴データにより、
業務レベルのオペレーショ
ン追跡が容易になり、
ユーザビリティが向上
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PLESSの位置付け
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間接材調達におけるバイヤ・サプライヤ間取引において
各システムのハブ的位置付けとなり、お客様における
導入期間および運用コストを大幅に削減するシステム

PLESS

バイヤ
バイヤ
ASP

サプライヤ

サプライヤ

サプライヤ

サプライヤ

サプライヤ

サプライヤ

サプライヤ
ASP

物流パートナー

バイヤ

バイヤ バイヤ

バイヤ

バイヤ

PLESSの位置付け ～PLESSとは～
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標準標準
WebWebサービスサービス
インタフェースインタフェース

データベースデータベース

受発注／在庫
請求／課金
デマ／サプ
５Ｗ４Ｈ５Ｗ４Ｈ
大福帳ＤＢ大福帳ＤＢ

GdFrameGdFrame

簡易ファイルEDI
利用システム

プレオマート
標準EDI
ｉ／ｆ

カタログＤＢ
コンテンツ管理コンテンツ管理

バイヤ側システム

PLESS サプライヤ／パートナー

ebXML利用
システム

https利用
システム

独自
システム

販売
システム

独自
システム

ユーザ管理
ＤＢ

サプライヤ
Ｗｅｂｉ／ｆ

管理者
Ｗｅｂｉ／ｆ

Web ｉ／ｆ
カタログ・カート機能
ＯＡ機器見積機能

購買ＡＳＰ
サービス

バイヤ ｉ／ｆ サプライヤ ｉ／ｆ
AsteriaAsteria

サプライヤ
カタログ

Ｗｅｂ受注
サプライヤ

運用担当

CSV

営業
システム

Ａ社
標準EDI
ｉ／ｆ

CSV

外部Ｗｅｂ
ｉ／ｆ

外部カタログ
サプライヤ

WebWebアプリケーションアプリケーション
（（ASP.NETASP.NET））

調達システム

購買システム

SAP利用バイヤ
システム

https利用
システム

ロジスティクス

Webサービス利用
購買システム

WEBサービス利用
サプライヤ

XML

XML

XML

WebWebサービスサービス

W
eb

W
eb
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

運用担当
Access等

PLESSの位置付け ～全体イメージ～
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PLESSの位置付け ～Webサービス活用範囲～

Asteria

GdFrameGdFrame

バイヤ

サプライヤ

他社システム間連携における活用

バイヤ・サプライヤシステムから
直接オーダ登録する

運用担当者

Windowsアプリケーションから
直接取引状況を参照
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GdFrameの概要
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GdFrameとは ビジネスモデルの変化に柔軟に対応できる
業務アプリケーション構築基盤

•• 業界、業種、業務に依存しない業界、業種、業務に依存しない
「デマンド」「デマンド」「サプライ」「サプライ」
による汎用的なモデリング手法による汎用的なモデリング手法

•• 普遍のスキーマを持つ普遍のスキーマを持つ
統一構造統一構造のデータベースのデータベース

GdFrameの
方法論

GdFrameの概要 ～GdFrameとは～
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GdFrameの概要 ～「デマンド」「サプライ」によるモデリング～

受注受注
ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

出荷指示出荷指示

出荷出荷

仕入仕入

納入納入 入庫入庫

受注受注

納品納品

生産生産
指示指示

生産生産

ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

資材資材
出庫出庫

資材資材
発注発注

資材資材
出庫出庫

資材資材
納入納入

デマンドデマンド

サプライサプライ

部品製造業Ｄ部品製造業Ｄ

発注発注

納入納入

顧客顧客
受注受注

在庫在庫
出荷出荷

仕入仕入 受注受注

納品納品

計画計画

生産生産出荷出荷

資材資材
在庫在庫

発注発注

納入納入

小売業Ａ小売業Ａ 機器製造業Ｂ機器製造業Ｂ 部品製造業Ｃ部品製造業Ｃ
資材資材
発注発注
資材資材
納入納入

GdFrame
デマンド/サプライ
モデル定義

ビジネス情報の基本は、他ビジネス情報の基本は、他部門への部門への「要求・指示」「要求・指示」と、対応したと、対応した「実績報告」「実績報告」
で成立している。「要求・指示」をで成立している。「要求・指示」を「デマンド」「デマンド」、「実績報告」を、「実績報告」を「サプライ」「サプライ」と定義する。と定義する。
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プレオマートバイヤ サプライヤ

物流業者

注文要求 発注

注文請け注文請け

出荷完了出荷完了

配送完了請求情報 出
荷
指
示

出
荷
完
了

配
送
完
了

プレオマート

注文

出荷

出荷指示

出荷完了

バイヤ
ストックポイント

サプライヤ
Ｏｒ
物流業者

配送指示

配送完了

請求

入金

GdFrameデマンド/
サプライモデル定義

GdFrameの概要 ～ PLESSにおけるデマンド・サプライ～
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GdFrameの概要 ～統一構造のデータベース～

補足情報補足情報共通情報共通情報

何した何した

デマンドＴＢＬデマンドＴＢＬ

＋
・受注時の仕様条件・受注時の仕様条件
・手配品目詳細・手配品目詳細

他他 個別に拡張定義個別に拡張定義

サプライＴＢＬサプライＴＢＬ

統一構造の統一構造の
データ項目データ項目

デマンド情報、サプライ情報を、統一構造の共通情報と、

それ以外の補足情報に分けて、情報を正規化して格納する。

・受付・受付 ・予定・予定
・価格・価格 ・構成・構成
・引当・引当 ・在庫・在庫
・承認・承認 ・ｺﾝﾃﾝﾂ・ｺﾝﾃﾝﾂ
・縦型汎用・縦型汎用

＋

汎用プロパティ汎用プロパティ
ＴＢＬ群ＴＢＬ群

拡張プ拡張プロパティロパティ
ＴＢＬ群ＴＢＬ群
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Webサービスによる効果と今後の期待
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Webサービス導入による効果

1. 1. 新規新規バイヤバイヤ //サプライヤサプライヤとの接続リードタイムを大幅に短縮との接続リードタイムを大幅に短縮

3. 3. 将来に向けた柔軟性を確保し、他社サービスと差別化将来に向けた柔軟性を確保し、他社サービスと差別化

Webサービス導入

2. 2. バイヤバイヤ //サプライヤサプライヤとの接続の変更との接続の変更//追加に柔軟に対応可能追加に柔軟に対応可能

効果
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Webサービスに対する今後の期待

l インターネットを利用したリアルタイムなデータ連携/共有が可能

l 通信プロトコルやインターフェース、データフォーマットなどは標準技術を活用する

Webサービスの特徴

l バイヤ /サプライヤのシステムとのリアルタイムなデータ連携の実現

l 標準に基づく技術を採用することで、

ü新規バイヤ /サプライヤとの接続の際のコスト/リードタイムを削減

ü大規模なシステム投資が難しいパートナーとも、短期間で接続可能

ü今後、特定のベンダやソフトに依存せずシステムを改変させることが可能

l 新規取引先を拡大するためのチャネルの一つとしてWebサービスを活用

Webサービスに対する期待
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